
第 7回 第七次看護職農需給見通しに関する検討会

議事次第

平成 22年 11月 22日 (月 )

17:00～ 19:00

厚生労働省共用第 8会議室 (6F)

1.開 会

2. 言義事

1)都道府県からのヒアリング結果について

2)第七次看護職員需給見通 しに関する検討会報告書骨子案について

3)その他

3.閉 会

【F奢米斗】

資料 1    都道府県からのヒアリング結果の概要
資料 2    第七次看護職員需給見通 しに関する検討会報告書骨子案
参考資料 1  第七次看護職員需給見通 し策定方針
参考資料 2  看護職員就業場所月1就業者数の推移



資  料  1

都道府県からのヒアリング結果の概要

○ 各都道府県の看護職員需給見通 しについて、本年 8月 か ら9月 にかけて全部道府県

の担当者か ら、調査の方法等について医政局看護課においてヒア リングを行つたが、

その結果は以下のとお りである。

(1)調査の方法について

* 調査票の回収率については、策定方針において全数調査を基本とするとされた施

設 (病院、有床診療所、介護老人保健施設、訪間看護ステーション、助産所、介護

老人福祉施設、看護師等学校養成所、保健所、市町村、その他行政機関)で は、

731 7%の 回収率であった (都道府県別でみると、最高は 99.7%、 最低は

52.80/o)。

* 上記以外の施設の うち、無床診療所については、多くの都道府県において全数調

査又は抽出調査 を行つていた。介護保険関係施設 (全数調査対象施設を除 く。)、 地

域包括支援センター、社会福祉施設、事業所 (行政機関を除 く。)、 研究機関等につ

いては、「業務従事者届」、「介護サー ビス施設 口事業所調査」 といった既存統計資

料の活用のほか、各都道府県の担当部局で独 自に把握 している数値を使用 している

ところもあつた。

* 各都道府県における独 自の調査項 目については、一部の都道府県において、第六

次看護職員需給見通 し策定のための都道府県調査の質問項目であつたが、今次の都

道府県調査の標準的な調査票に入れなかったものについて、引き続 き聞 くこととし

たところがあつた。

しか しながら、当該調査項目に対する回答結果は、需給見通 しの推計に直接使用

されるものではなく、確保対策検討の参考となる資料という位置付けであった。

* 都道府県における需給見通 しの検討に当たっては、既存の審議会等の活用も含め、

全都道府県において、関係団体、有識者、住民代表等からなる検討の場が設置され

ていた。
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(2)需要数の推計について

* 病院の需要数の推計については、多 くの都道府県においては、全数調査対象施設

であることから、病院か らの回答を集計 したものを回答率を勘案 して病院全体の需

要数を計上 していた。

* 診療所の需要数の推計については、概ね以下のとお りであつた。

有床診療所については、全数調査対象施設であることから、診療所か らの回答を

集計 したものを基に回答率を勘案 した推定を行い、さらに有床診療所が減少傾向に

あることか ら、過去の施設数の推移を勘案 して需要数を計上 していた。

他方、無床診療所については、抽出調査対象施設であることか ら、診療所からの

回答 を集計 したものを基に抽出率、回答率を勘案 した推計を行い、さらに無床診療

所が増加傾向にあることか ら、過去の施設数の推移を勘案 して需要数を計上 してい

た。

* 助産 F~Fに ついては、多 くの都道府県においては、金数調査対象施設であることか

ら、助産所からの回答を集計 したものを基に回答率を勘案 して助産所全体の需要数

を計上 していた。

* 訪問看護ステーションについては、多くの都道府県においては、全数調査対象施

設であることか ら、訪問看護ステー ションか らの回答を集計 したものを基に回答率

を勘案 して全体の需要数を計上 していたが、一部の都道府県におしヽては、訪問看護

ステー ションの整備目標が独自に立て られお り、これを勘案 した推計が行われてい

た。

* 介護保険施設については、介護療養型医療施設、介護老人保健施設、介護老人福

祉施設、居宅サー ビス (デイサー ビス、デイケア、ショー トステイ、グループホー

ム、ケアハウス、在宅介護支援センター等 )、 地域包括支援センターが含まれる。

この うち、介護療養型医療施設、介護老人保健施設、介護老人福祉施設について

は全数調査対象施設であることから、多くの都道府県においては、各施設からの回

答を施設の種類 ごとに集計 したものを基に回答率を勘案 して全体の需要数を推計 じ

ていたが、一部の都道府県においては、介護老人保健施設、介護老人福祉施設の整

備 目標が独自に立てられており、これを勘案 した推計が行われていた。

介護療養型医療施設については、調査実施時点において、今後の具体的な取扱い

が必ず しも明確でなかつたこともあつて、平成 27年 まで介護保険施設で計上 した

都道府県と、病院、診療所に計上することとした都道府県があつた。
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その他の施設については、多くの都道府県においては、既存統計資料における推

移等を勘案 して計上 していた。

これ らの推計結果のとりまとめに当たっては、多くの都道府県において、今後の

サー ビス提供体制の見込み等に関 し、介護保険担当課から助言を受けていた。

* 社会福祉施設については、児童福祉施設、知的障害者援護施設、精神障害者社会

復帰施設、身体障害者更生援護施設、介護保険関係以外の居宅サー ビス (ディサー

ビス、デイケア、ショー トステイ、グループホーム等)が含まれる。

これ らの施設等については、多くの都道府県においては、既存統計資料における

推移等を勘案 して計上 していた。

推計結果のとりまとめに当たつては、多くの都道府県において、今後のサー ビス

提供体制の見込み等に関 し、社会福祉担当課から助言を受けていた。

* 看護師等学校養成所については、調査時点において予定されている看護師等学校

養成所の新設 コ廃止等の状況を踏まえて推計 されていた。

* 保健所 口市町村については、金数調査の対象となつていたが、定員管理とも関係

することか ら、現状維持で回答するところが多かつた。

* 事業所、研究機関等については、多くの都道府県においては、既存の統計資料に

おける推移等を勘案 して計上 していた。

(3)供給数の推計について

* 新卒就業者数の推計については、策定方針に則 り、現時点で予見 されている学校

養成所の新設、廃止等の予定、学生 口生徒の入卒状況、進学、就業動向を踏まえて

計上されていた。

今次需給見通 しの計画期間である平成 27年 までの間においては、入学者の減少

など少子化の影響については、考慮されていなかつた。

一部の都道府県において、就職ガイダンスによる政策効果として、県内就業率の

改善を見込んでいるところがあった。

* 再就業者数の推計については、実態調査及びナースバンク、職業安定所 (ハ ロー

ワーク)等 を通 じて把握 した再就業者数の現状を踏まえて計上されている。

ナースバ ンクについては、ハローワークと比較すると職業紹介まで至った件数は

少ないものの、丁寧な相談を実施できることか ら、ハ ローヮークと連携 した取組み

を進めることで効果を挙げることができると回答するところがあつた。
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多くの都道府県において、ナースバンク事業や再就業支援研修の強化等による政

策効果 として、再就業者数の増加が見込まれていた。

* 退職等による減少数については、退職の実績等を踏まえて推計 されている。

多くの都道府県において、新人看護職員研修事業や短時間正規雇用の導入支援事

業の強化等による政策効果として、退職等による減少数の改善が見込まれていた。

(4)看護職員確保対策について

* 看護職員確保対策については、都道府県として今後重点的に取 り組んで行 く施策

として、以下のようなものが挙げられた。

① 養成促進施策

看護師等養成F~fの 運営に対する補助をはじめ、県立大学養成F~Fの運営、修学資金

貸与事業の実施、看護体験・看護の日等の普及啓発の促進、就労ガイダンスの実施

② 定着促進施策

病院内保育所の3_3営 に対する施設整備に対する補助をはじめ、短時間正規雇用等

の看護職員の多様な勤務形態導入の支援や専門・認定看護師養成支援等の資質の向

上

③ 再就業支援施策

求人 口求職情報の提供や無料職業紹介などを行 うナースバンク事業に対する補助、

潜在看護師や潜在助産師等のための臨床実務研修に対する補助等

○ 厚生労 1動省において全国的な観点か らの整合性に向けた調整を行つた都道府県別の

第七次看護職員需給見通 しは、別添 1、 2の とおりである。

-4-



第七次看護職員需給見通し都道府県別
(別 添1)

(単位 :人 、常勤換算 )
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(単位 :人 、実人員 )

区分
平成 23年 平成 27年
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参考 第七次看護職員需給見通し都道府県別

注 )四 捨五人のため、需要見通じと供給見通しの差が需要数―供給数と一致しない都道府県もある。



第七次看護職員需給見通し都道府県別 (再掲 助産師)

(別添 2)

(単位 i人 、常勤換算 )

区分
平成 23年 平成 27年

需要数 供給数 需要見通 じと供給見通 しの差 需要数  1 供給数 需要見通 しと供給見通 しの差

蠣 胤 Ⅷ
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36徳 島県 (助 )

37香 川県 (助 )
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40福 岡県 (助 )

41佐 賀県 (助 )

42長崎県 (助 )

43熊本県 (助 )

44大分県 (助 )

45宮崎県 (助 )

46鷹児島県 (り ),

47沖 縄県 (助 )

１

４‐

川

Ⅵ

Ｏ‐

劇

「

ｏ１

７
‐

「

０‐

鷹

「

８‐

ｏ
‐

刊

叫

副

「

１１

劇

１

９‐

７
‐

「

３‐

川

Ⅵ

Ｏ‐

，
―

督

８‐

剤

「

４‐

¨
３７３
７７２
３７６
３９‐
３‐９
２８８
２５‐
狙
４４８
７９６
・３６‐
２２８
２６４
２
‐６９
‐９３
２２９
３９８
４２３
２９５
２８‐
４７４
４７０

ｖ

４

３

０

７‐

０

‐

‐
＝

劇

ｌ

ｑ

劇

ｑ

呵

１

３
‐

２
‐

１

９
‐

０
‐

９
‐

０

‐

３

‐

６

‐

９

‐

一
３４９
７６４
２６‐
餓
雛
２６６
２４４
２３９
３９８
７３８
・３５５
２‐７
２４４
２５４
‐６６
‐８７
‐８４
３６７
３９‐
２８‐
ｍ
４６３
靴

２

　

１

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

●

一　

　

一

｝
鍋

儡

鍋

郷

璃

跳
刑

酬

司

酬

劇

州

瑚

州

州

酬

酬

司

司

州

硼

酬

厨

覇

酬

州

瑚

凛

酬

淵

凛

一
９４

阻

９７

９６

８２

９７

９２

け

９３

９９

餓

９７

９８

鍬

９７

蹟

・
８８

睦

９８

％

鍬

９３

９７

阻

８０

９２

９２

野

９５

９７

野

一　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

〇

２

８

一ｂ

０

１

０

４

０

７

０

２

０

４

０

７

２

０

０

．
６

０

２

７

６

４

０

１

７

５

３

５

一
‐９

‐９

４

２４

一
け

２６

３２

４５

２４

７

‐５

３９

４

２２

７

４３

５０

５８

６

＝

社

‐８

３

ａ

４４

３‐

３‐

１４

‐２

■

２‐

一　
　
　
・　
　
　
　
　
‐
　
　
　
　
　
　
‐
　
　
・

一

1,651

359

332

703

344

356

519 1

676 1

523 1

422 1

1,260 1

1,3191

3,947 1

2,161(

833 (

365 1

386 (

251(

223 (

720 Z

634 1

1,082 1

1,957 1

427 2

405 イ

863 4

2,5H C

l,585 2

396 C

3118

256 C

297 7

494 9

853 9

400 0

242 0

295 4

288 5

177 9

1.264 8

263 0

4‖ 0

436 8

3112

330 9

506 1

534 1

‖J'器

謝

締

轟

酬

司

可

呵

別

悧

謝

淵

凛

司

可

可

可

剛

割

器

諦

―
。
…―

距
９６
‐０１
旧

餓

‐００
峨
血
９７

阻
９６
・餓

ｍ

蛤
は

‐ｏｏ
は

７６

阻
９９

け

９７

９８

９２

・
　

　

一
　

　

　

一
　

　

一
　

一

ｏ

０

９

０

１

０

３

０

２

２

９

一
〇

０

．
９

３

２

９

２

９

７

２

１

１

２

こ
‐４

颯

螂

８
・薦

＝

Ｍ

６
・ ４

鍛
一４‐

・ Ｍ
一 笙

＆

劇

″
・ “

Ｑ

２

９

９

６

３９

・

　

　

　

　

　

　

　

　

一

　

　

　

　

　

一

‥

ξ

ｌ

ｌ

Ｃ

ラ

２

２

４

４

０

０

０

５

４

５

８

２

８

３

５

７

４

刊

劇

＝

ｑ

ｌ

ｑ

ｑ

ｌ

ｑ

ｑ

朝

５
‐

２
‐

１

９
‐

８
‐

１

１

‐

０

１

８

‐

０

‐

９

‐

ｍ
一飢
一ｍ

・ 蹴
一５３２
・ 町
・ 嘔
一 颯

」
「
「
「

・ ８６４
・ ｍ
・３７２
・２２４
２３‐

・ ７０５
・ ６‐８
・‐・‐６０・叫

蹴
３９‐
８７８

２，８０７
‐，５７７
３９９
３‐９

・２６０
２９‐

・ 側
・曖

鍛
一 麗

器
・ｍ
‐７８
響
蹴
嶋

・４３４
既
３２‐
ｍ
４９４

注)四 捨五入のため、需要見通しと供給見通しの差が需要数―供給数と一致しない都道府県もある。



参考 第七次看護職員需給見通 し都道府県別 (再掲 助産師 )

(単位 :人 、実人員)

EXI分
平成 23年 平成 27年

需要数 供給数 需要見通 しと供給見通 しの差 需要数 供給数 需要見通 じと供給見通しの差
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資  料  2

第七次看護職員需給見通しに関する検討会報告書骨子 (案 )

.は じめ に

○ 看護職員の需給に関 して、国は、看護師等の人材確保の促進に関する法律に基づ

く看護師等の確保を促進するための措置に関する基本的な指針において、医療提供

体制等を踏まえた需給見通 しに基づいた看護師等の養成を図ることが要求

○ 看護職員の需給見通 しは、看護職員確保の基本的な資料 として、概ね 5年 ごとに

これまで 6回 にわた り策定

○ 第六次看護職員需給見通 しは、看護職員の業務密度、負担が高 くなっていること、

患者本位の質の高い医療サー ビスを実現する必要があるとして、看護職員を質 口量

ともに確保することが求められていることを踏まえ、平成 18年か ら平成 22年ま

での 5年 FFnの 需給見通 しとして平成 17年に策定されたもの

○  「看護の質の向上と確保に関する検討会中間とりまとめ」 (平 成 21年 3月 )にお

いて、(1)少 子化による養成数の減少などを踏まえた長期的な需給見通 しや、②看護

職員の確保のために、働 く意向がある潜在看護職員を把握する仕組みづ くり、多様

な勤務形態の導入や院内保育F~Xの 整備などにより就労継続及び再就業の支援体制を

強化することなどの推進策が求められ、これ らを総合的に勘案 して第七次看護職員

需給見通 しは策定

○ 平成 23年以降以降についても引き続き、看護職員確保の基本的な資料として需

給見通 しを策定するため、本検討会は、平成 21年 5月 の設置以来、都道府県にお

ける調査の実施等の過程を経て、のべ○回にわたって検討
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2.新 たな看護職 員需給見通 しの策定

(1)策定の方法

○ 今回の需給見通しは、地域の医療提供体制の確保を担う各都道府県の実情を踏ま

え、各都道府県が需給見通しを策定し、厚生労働省に対する報告がなされた後、全

国的な観点からの整合性の確保に向けた調整を経て、策定

○ 本検討会は、平成21年 8月 までに以下のような第七次着護職員需給見通し策定

方針及び標準的な調査票について取りまとめ

① 策定の考え方

今後の医療ニーズの増大や看護の質の向上が求められていることに鑑み、看護職

員の就業現状と同時に、各施設における看護の質の向上や勤務環境の改善などを見

込んだ場合の看護職員の需要数についてIE握するが、供給については、一定の政策

効果も加味

実態を適切に把握するため、各施設の協力を得て、より精度の高い調査を実施

なお、算定に当たつては、看護職員全体を積み上げることとするが、助産師につ

いては再掲

② 調査の方法

都道府県は、需要数 口供給数について都道府県毎に積上げを行い、厚生労働省で

取りまとめ

なお、調査票については、看護担当責任者 (看護部長等)が言己載し、提出に当た

っては、各施設 (所)長が了承

③ 需要数の推計方法

看護職員の需要数を施設ごとに推計

各施設における看護の質の向上や勤務環境の改善などを見込む。(な お、保健師助

産8T看護師法及び看護師等の人材確保の促進に関する法律の改正についても留意)

④ 供給数の推計方法

平成23年から平成27年の供給数は、都道府県が推計

なお、算定の考え方は次のとおり

年当初就業者数十新卒就業者数+再就職者数―退職等による減少数

_つ …



○ 各都道府県は、策定方針を踏まえ、関係団体、有識者、住民代表等の参加協力を

得て、需給見通 しに係る検討の場を設置する等により、必要に応 じて、地域の特性

を考慮 し、調査項目を追加するなど調査方法及び推計方法について検討を実施

○ 各医療機関等が現状及び今後の運営方針を踏まえて記入 した調査票の集計を基に

して、算定作業を実施

○ 厚生労働省は、都道府県か らの報告を受けた後、個 lllに ヒアリングを実施 し、各

都道府県が算定 した需要見通 し及び供給見通 しを把握 し、積み上げることによって

全国の需給見通 しを策定

○ 需要数、供給数の推計に当たっては、近年、短時間勤務の看護職員が増加 してい

ることから、第六次の需給見通 しと同様に、常勤換算で算定

○ 見通 し期間については、第六次の需給見通 じと同様に、平成 23年か ら平成 27
年までの 5年間

(2)新たな看護職員需給見通 し

○ 需要見通しの概要及び各都道府県からのヒアリングを通じて把握した4頃 向等につ

いては以下のとおりであり、平成23年以降の看護職員に係る全国及び都道府県別

の需要と供給の見通しについては別表 1～ 4の とおり

①需要見通し

看護職員の需要見通 しとしては、約 140万 4千人 (平成 23年 )か ら、約 15
0万 1千人 (平成 27年 )に増加 (約 6.9%の 伸び率 )

病院については、約 90万人か ら約 96万 6千人に増加 (約 7.3%の 伸び率 )

診療所については、約 23万 2千人から約 24万 2千人と推計

助産所については、約 2千人で微増傾向

訪間看護ステーションについては、約 2万 8千人から約 3万 3千人に増加 (約 1

6.9%の 伸び率 )

介護保険関係については、約 15万 3千人か ら約 16万 5千人に増加 (約 7.4
%の伸び率 )

‐
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社会福祉施設については、約 2万人から約 2万 2千人になるものとの見込み

看護師等学校養成所については約 2万人、保健所 口市町村については約 3万 8千

人でほぼ現状維持

事業所、研究機関については、約 1万 4千人から約 1万 5千人で微増

助産師数については、約 3万 2千人か ら約 3万 5千人に増加 (約 9.4%の 伸び

率 )

病院については約 2万 1千人か ら約 2万 4千人に、診療 F~fに ついては約 6千人か

ら約 7千人に増加

助産所については、約 2千人で微増傾向

②供給見通し

看護職員の供給見通 じとしては、約 134万 8千人 (平成 23年 )か ら、約 14
8万 6千人 (平成 27年)に増加 (約 10.2%の 伸び率 )

当初就業者数については、平成 23年当初就業者数は約 132万 1千人で、平成

27年当初就業者数は約 144万 8千人

新卒就業者数については、約 5万人から約 5万 3千人に増加するものとの見込み

再就業者数については、約 12万 3千人か ら約 13万 7千人に増加 (約 11.6
%の伸び率 )

退職者等による減少数については、約 14万 5千人から約 15万 2千人に増加 (約

4.8%の 伸び率 )

助産師数については、平成 23年の約 3万人から、平成 27年の約 3万 4千人に

増加 (約 14.30/oの伸び率 )

‐
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3.長 期 的看 護職 員需 給 見 通 しの推 計

○ 少子化による養成数の減少などを踏まえた長期的な需給見通 しの推計について検

討するため、本検討会において、Fi生労働科学研究費補助金による関連する研究課

題 (研究代表者 :伏見清秀「地域の実情に応 じた看護提供体制に関する研究」)の研

究結果について聴取

○ 平成 20年 11月 にとりまとめられた社会保障国民会議の最終報告において、「医

療・介護費用シミーLレーション」として複数のシナリオを前提とした 2025年 (平

成 37)年 段階における推計結果が提示

○ 本検討会においては、社会保障国民会議による「医療・介護費用シミュレーショ

ン」によって示されたシナ リオを基に、人員配置条件を修正 して推計 した需要の見

通 じと、一定の前提を置いて推計 した供給の見通 しが報告

○ 現状及び現状固定の推計による2025(平 成 37)年 の需要の伸びを単純に置

くというシナ リオで、看護職員の年FEE労働時間を 1,800時 間とすると、2025
(平成 37)年 における看護職員の需要数は、 191万 9千人から199万 7千人と

推計され、一般病床を急1生期と亜急性期 ,回復期等に機能分化 し、医療資源を一層集

中投入するというシナ リオで、看護職員の年間労働時間を 1,800時 間とすると、

2025(平 成 37)年 における看護職員の需要数は、 183万 9千人から191万
9千人と推計

○ 供給数については、 2025(平 成 37)年 において 179万 8千人と推計

○ いずれのシナ リオにおいても2025(平 成 37)年 に、需要数が供給数が上回

る結果となつたが、長期推計においては、今後の制度改革の進展により、医療提供体

制の機能分化がどのようになされるか、多様な就業形態がどのように定着 していくか

といつた要素が大きな影響をもたらすことから、上記研究結果については、今後の看

護職員確保対策を検討 していくに当たって参考となる知見と位置付けるべきもの

… 5‐



4.看 護 職 員確 保 対 策 の推 進

0 2.で 示 した看護職員需給見通 しを着実に実現 していくためには、以下に掲げる

看護職員確保対策の推進が必要

(1)養 成 促 進

○ 養成力の確保に関 して、国は、民間立の看護師等養成所の運営に対する支援や、

助産自T養成所 コ看護師養成所 2年課程の開設準備に必要な専任教員等配置経費に対

する支援を実施

○ 都道府県においても看護師等養成所の運営に対する補助をは じめ、県立大学養成

所の運営、修学資金貸与事業の実施、看護体験・看護の日等の普及啓発の推進、就

職ガイダンスを実施

(2)定 着 促 進

○ 今般の着護職員需給見通 し策定のための都道府県調査によれば、常勤退職者の主

な退職理由としては、本人の健康問題、人 FE5関 係、家族の健康 口介護問題、出産・

育児、結婚等が多く列挙

○ 同調査においては、看護職員の定着促進を促すために効果を挙げている取組みに

ついても尋ねてお り、調査票に回答 した施設では、有給体暇の取得促進、人を育て

lEl人 を大切にする風土づ くり、超過勤務削減のための取組み、研修体制の確立、外

部研修への援助等によるキャリアアップの支援、多様な勤務形態の導入等が列挙

○ 多様な勤務形態のうち、フルタイムの正職員よリー週 FR3の所定労働時間が短い正

職員である短時間正職員制度の導入が、職員の定着、離職率の低下に一定の効果と

いう事例も報告

○ 国においては、子どもを持つ看護職員、女性医師をは じめとする医療従事者の離

職防止及び再就業を促進するため、医療機関に勤務する職員の乳幼児の保育を行 う

事業に対する支援を実施
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○ 都道府県においては、病院内保育所の運営や施設整備に対する補助をは じめ、短

時間正規雇用等の看護職員の多様な勤務形態導入の支援や、専門 口認定看護師養成

支援等の資質の向上に取組み

○ なお、看護職員の資質の向上に関する状況の一つとして、上記都道府県調査に

よつて、専門看護師 口認定看護師の今後の配置計画について質問。平成 22年 11
月現在における専門看護師登録者数が約 450人 、同年 11月 現在における認定

看護師登録者数が約 7,400人 という状況であるが、都道府県調査に回答をした

施設の うち、平成 27年 までの増員予定があるとしたのは、それぞれ 10.0%、
14.9%。

○ 平成 21年の保健師助産師看護師法及び看護師等の人材確保に関する法律の一部

改正法により、看護職員の臨床研修が規定。看護職員需給見通 しの策定のための都

道府県調査によれば、新卒職員に特有の主な退職理由として、現代の若者の精神的

な未熟さや弱さのほか、基礎教育終了時点と現場とのギャップ、看護職員に従来よ

り高い能力が求められるようになつてきていること等が列挙

○ 国は、看護の質の向上及び早期離職防止 を図るため、新人看護職員が基本的な実

践能力を獲得するための研修を支援 しており、都道府県もこうした取組みに注力

(3)再 就 業 支援

○ 看護職員需給見通 し策定のための都道府県調査によれば、看護職員の再就職に効

果を挙げている取組みとして、調査票に回答 した施設では、職業安定所 (ハ ローワ

ーク)に求人を出 している、求人広告をしている、いつでも見学、相談ができるよ

うに している、退職者を勧誘 している、ナースバンクに求人を出 している等が夕l挙

○ 国や都道府県においては、求人・求職情報の提供や無料職業紹介などを行 うナー

スバンク事業に対する補助、潜在看護師や潜在助産師等の再就業の促進を図るため

の臨床実務研修に対する補助を実施

○ ナースバンクについては、ハローヮークと比較すると職業紹介まで至った件数は

少ないものの、丁寧な相談を実施できることか ら、ハローワークと連携 した取組み

を進めることで効果が期待
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5.お わ りに

○ 本検討会においては、従来か ら策定されてきた 5年 F85の 看護職員需給見通 しに加

え、長期的な需給見通 しの推計についても検討を実施

○ これは少子化による養成数の減少など長期的な観点に立 った需給見通 しを検討す

ることの重要性が認識 されたことによるものであるが、他方、長期的な需給見通 し

については、医療機関の機能分化や看護職員とそれ以外の職員の役割分担など医療

提供体制のあり方や、短時間勤務雇用者など多様な就業形態の定着等によって大き

な影響を受けることが予想されることか ら、今後の需給見通 しの検討に当たって更

なる検討を進めていくことが必要

○ 急速に高齢化が進展 し、医療技術が進歩する中で、看護職員の確保の重要性は、

今後も増大 していくものと想定

○ 看護倉T等 の人材確保の促進に関する法律においては、国の責務 として、看護師等

の養成、研修等による資質の向上及び就業の促進並びに病院等に勤務する看護師の

処遇の改善その他看護師等の確保の促進のための措置を講ずる努力義務等が定めら

れるとともに、地方公共団体は、看護に対する住民の関心と理解を深めるとともに、

看護師等の確保を促進するための措置を講ずるよう努めることが責務として規定 (同

法第 4条 )。 また、病院等の開設者についても、病院等に勤務する看護師等の処遇の

改善、新たに業務に従事する看護師等に対する臨床研修の実施や看護師等が自ら研

修を受ける機会を確保できるようにするために必要な配慮等を講ずる努力義務が規

定

○ 今後、我が国が人口減少の局面を迎えていく中で、広 く関係者が力を合わせて看

護職員の確保対策を講 じていくことがますます重要

‐
8‐



第七次看護職員需給見通 し

(男1表 1)

(単位 :人、常勤換算 )

区 分 平成 23年 平成 24年 平成 25年 平成 26年 平成 27年

壷
而 要 見 通 し 1,404,300 1,430,900 1,454,800 1,477,700 1,500,900

○ 病    院 899,800 919,500 936,600 951,500 965,700

② 診  療  所 232,000 234,500 237,000 239,400 242,200

助 産 所 2,300 2,300 2,400 2,400 2,400

護

ンヨ

看

シ

間

一一丁

訪

ス
④ 281400 29,700 30,900 32,000 33,200

⑤ 介護保険関係 153,300 155,100 157,300 160,900 164,70C

⑥経竃塀螢瞥費ヽ 選?)声
19,700 20,400 20,900 21,500 22,10C

等
所

市
成養

護
校

看
学

⑦ 17.600 17,700 17,700 17,800 17,900

187保健 所・市 町村 37.500 37,600 37,800 38,000 38,200

⑨事業所、研究機関等 13,800 14,000 14,100 14.300 14,500

供 給 見 通 し 1,348,300 1,379,400 1,412,400 1,448,300 1,486,000

1)年 当初就業者数 1,320.500 1,348,300 1,379,400 1,412,400 1,448,300

2)新 卒就業者数 49,400 50,500 51,300 52,400 52,700

③ 再 就 業 者 数 123,000 126,400 129,600 133,400 り
０ 10C

④撮
職
ち
こよ

象 144,600 145,900 147,900 149,900 ０
４

Ｅ
Ｕ

（
υ

需要見通 しと供給見通 しの差 56,000 51,500 42,400 29,500 14,900

(供給見通 し/需要見通 し) 96 000 96 496 97.1% 98 0% 99 0%

注)四捨五人のため、各項目の数ltLの 合計等は一致 しない。



参考 第七次看護職員需給見通 し
(単位 :人 、実人員 )

区 分 平成 23年 平成 24年 平成 25年 平成 26年 平成 27年

帯
r● 要 見 通 し 1,541,000 1,570,30C 1,597,800 1,623,800 1,650,20C

① 病    院 938,300 958,800 977,500 993,400 1,008,70C

② 診  療  所 280,500 283,800 286,900 289,700 293,20C

③ 助  産  所 2,700 2,800 2,800 2,800 2,900

護

ン

看

シ

間

一テ

訪

ス
④ 36.400 38,000 39,500 41,000 42.400

⑤ 介護保険関係 182,800 185,400 188,400 193,000 197,900

⑥経竃塀整管費` 誤?「 22,900 23,700 24,400 25,100 25,800

等
所

市
成

白拍
養

護
校

看
学

⑦ 18,900 19,000 19,000 19,100 19,100

③ 保健所 口市町村 42,400 42,700 42,900 43,100 43,30C

⑨事業所、研究機関等 16,000 16,200 16,400 16,600 16,80C

供 給 見 通 し 1,481,200 1,516,700 1.554,600 1,595,900 1,639,700

1)年 当初就業者数 1,449,200 1,481,200 1,516,700 1,554,600 1.595,900

② 新卒就業者数 50,900 52,100 52,900 54,000 54,400

③再 就 業 者 数 140,400 144,500 148,400 153,000 157.700

④掘
職
ち|こ

よ
象 159,400 161,000 163,300 165,700 168,300

需要見通 じと供給見通 しの差 59,800 53,600 43,200 27,800 10,50C

(供給見通 じ/需要見通 し) 96 1% 96.6% 97 300 98 3% 99 4071

注)四捨五入のため、各項目の数値の合計等は一致 しない。



(男 1:表 2)

第七次看護職員需給見通 し (再掲 助産師)

(単位 :人、常勤換算 )

区 分 平成 23年 平成 24年 平成 25年 平成 26年 平成 27年

静
向 要 見 通 し 31,900 32,800 33,600 34,300 34,90C

① 病    院 21,300 22,100 22,700 23,200 23,700

診 療 所 6,100 6,300 6,400 6,500 6,600

③ 助  産  所 2,200 2.200 2,200 2,200 2,300

護

ンヨ

看

シ

間

一テ

訪

ス
④

⑤ 介護保険関係

⑥警竃塀整智贅ヽ 課
(7「

等
所

市
成養

護
校

看
学

⑦ 1,700 1,800 1,700 1,800 1,80C

D保健所・市町村 500 500 500 500 500

O事業所、研究機関等 0 0 0 0 0

供 給 見 通 じ 30,100 31,200 32,300 33,400 34,400

1)年 当初就業者数 29,000 30,100 31,200 32,300 33,400

2)新 卒就 業者数 1,700 1,700 1,700 1,800 1,800

3)再 就 業 者 数 2,500 2,600 2,700 2,800 2,800

Э撮
職苛メ

こよ
象 3,200 3,300 3,300 3,400 3,50C

需要見通 しと供給見通 しの差 1,800 1,700 1,300

96 1%

900 500

(供給見通 し/需要見通 し) 94 4% 95 1% 97 4% 98 6%

注)四捨五入のため、各項目の数値の合計等は一致 しない。



参考 第七次看護職員需給見通 し (再掲 助産師 )

(単位 :人 、実人員 )

区 分 平成 23年 平成 24年 平成 25年 平成 26年 平成 27年

rrn 要 見 通 し 35,300 36,300 37, 100 37,800 38,500

① 病    院 22,100 22,900 23,600 24,100 24,600

② 診  療  所 7,600 7,700 7,900 8,000 8,10C

③ 助  産  所 2,600 2,600 2,700 2,700 2,700

護

ン

看

シ
間

一一丁

訪

ス
④

⑤ 介護保険関係

⑥維竃塀性轡贅ヽ 添
(7声

等
所

市
成

白ロ
養

護
校

看
学

⑦ 1,900 1,900 1,900 1,900 1,900

Э保健所・市町村 1.100 1.100 1 100 1,100 1.100

9事業所、研究機関等 100 100 100 100 ｎ
ｕ

ｎ
υ

供 給 見 通 し 33,300 34,500 35,700 36,900 38,100

1)年 当初就 業者数 32,200 33,300 34,500 35,700 36,900

新 卒 就 業 者 数 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800

③ 再 就 業 者 数 3,000 3,000 3,200 3,200 3,30C

④撮
職
ち|こ

よ
象 3,500 3,600 3,700 3,800 3,90C

需要見通 しと供給見通 しの差 2,000 1,800 1,400 900 ハ
υ

′
十

(供給見通 じ/需要見通 し) 94 3% 95 0% 96 2% 97 6% 99 0%

注)四捨五入のため、各項目の数値の合計等は一致 しない。



第七次看護職員需給見通し都道府県別
窃1表 3)

(単位 :人 、常勤換算 )

区分
平成 23年 平成 27年

需要数 供給数 需要見通 しと供給見通 しの差 需要数 供給数 需要見通 しと供給見通しの差

‐29奈 良県

30和歌山県

31鳥 取県

32島根県

33岡 山県

34広 島県

35山 口県

36徳 島県

37香 川県

38愛 媛県

39高 知県

40福岡県

41佐賀県

42長崎県

43熊 本県

44大 分県

45宮崎県

46鹿児島県

47沖縄県

76,845
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(単位 :人 、実人員 )

区分
平成 23年 平成 27年

需要数 供給数 需要見通 じと供給見通 しの差 需要数 供給数 需要見通 じと供給見通 しの差
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参考 第七次看護職員需給見通し都道府県別

注)四 捨五入のため、需要見通じと供給見通しの差が需要数―供給数と一致しない都i_r府 県もある。



第七次看護職員需給見通し都道府県別 (再掲 助産師)

(別表 4)

(単位 :人 、常勤換算 )

区分
平成 23年 平成 27年
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注)四 捨五人のため、需要見通しと供給見通しの差が需要数―供給数と一致しない都道府県もある()



(単位 :人 、実人員)

区分
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参考 第七次看護職員需給見通し都道府県別 (再掲 助産師)

注 )四 捨五入のため、需要見通じと供給見通しの差が需要数―供給数と一致しない都道府県もある。



参考資料 1

医 政 発 0828第 1

平 成 21年 8月 28

各都道府県知事 殿

厚生労働省医政局長

第七次看護職員需給見通 しの策定について

第七次看護jttt員 需給見通 しの策定については、平成 21年 5月 に設置 した 「第七次看護

職員需給見通 しに関する検討会 |において議論を重ね、今般、「第七次看護j職 則 l:給見通 し

策定方針」 朝り添 1)及び標準的な 「調査票」 (別添 2)を取 りまとめたところである。

需給見通 しは、各都 i直府県ことの見通 しと全国的な見通 しが整合性を 1)っ て策定される

ものであり、国は 1)と よりであるが、地Jjえ の医療提供体制の確保を担 う各者

`道

府県におい

て 1)、 今後の看護政策を1■進する上で重要な基礎資|」
′となるも17Dで ある。

ついては、各都道府県におかれては、この策定方針に基づきi各都道府県における実1青

を踏まえた上で、下記により各都道府県の需給見通 しの策定をお‖〕:い いたしたいっ

なお、各都道府県か らの需給見通 しの報告を受けた後、平成 22113月 に中間的なとり

まとめをイitい 、厚生労・1「力省にゴないて全|工1的 な観点からの悽合性の確保に向けた調1筆 を行い、

険許1会 の高1論を踏まえて、 lF成 22年 12月 を日途に需給見i通 しを策定する予定で 17pる 、

I 需給見通 [ン の策定に係る実態訓■1に ついては、別添の標準的な調査票を基本としなが
「
ち、4L/ヽ要に応 じて、ナ也l lKの特1生 を均心iし 、 llll査 項 日を,il宣 追加して実施すること,

2 実態訂lJ査 の際には、調査対象施設に、策定方針をあわせて送 l・ lす るなど、調査対象施

設が策定方夕|‐ を踏まえて記入できるよう配|む:す ること,

3 各都道府県のデlr給 見通 しは、「:行誰1lt員需給見通 し (各都道府県版 )」 (別添 3)及 び調

査票「1 基本情報」、「2.就業状況」、「3.今後の看誰Iit員配rl計画」の11計結果を平成

22年 2月 15日 までに厚41労 lllll省 医政局看護1'(あ て提出すること,なお、提出に当た
‐/て は、その取 りまとめに当たっての考え方、flill方法等に1輩|す る資料を 添ホ|す ること^

4 訂I踏票「4看護1lt員 確保に関する情報」の集計結果は平成 22年 3月 末 日までに提出

することc

5 訓J査票の集計についての詳判1は別途連絡するものとする。

6 需給見通 し 71策 定に当たっては、各都i直 府県において、関係団 llN、 有識者、住民代表

等の参加協力を得て、需給見通 しに係る|′t討の場を設置 し ごt)差 t´ 支えない.
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第七次看護職員需給見通し策定方針

1 需給見通 し策定の必要性

国は、 「看護師等の人材確保の促進に関する法律」に基づ く看護師等の確保を促進す

るための措置に関する基本的指針において、医療提供体制等を踏まえた需給見通 しに基

づいて看護師等の養成を図ることが求め られてお り、看護職員の需給見通 しは、看護職

員確保の基本的な資料 として、概ね 5年毎に通算 6回にわた り策定 してきたところであ

る。

第六次の看護職員需給見通 しは、看護職員の業務密度、負担が高 くなっていること、

患者本位の質の高い医療サービスを実現す る必要があることから、看護職員を質 0量 と

もに確保することが求められていることを踏まえ、平成 18年から平成 22年までの 5

年間の需給見通 しを策定したところである。

一方、平成 21年 3月 にとりまとめられた厚生労働大臣主催の 「看護の質の向上 と確

保に関する検討会中間とりまとめ」では、①少子化による養成数の減少などを踏まえた

長期的な需給見通 しについてや、②看護職員の確保のために、働 く意向がある潜在看護

職員を把握する仕組みづくり、多様な勤務形態の導入や院内保育所の整備などにより就

労継続及び再就業の支援体制を強化することなどの推進策が求められ、これ らを総合的

に勘案 して第七次看護職員需給見通 しを策定することとされたところである。

これ らを踏まえ、平成 23年以降についても、引き続き需給見通 しを策定するもので

ある。

2 策定の方法

(1)策定の考え方

① 今後の医療ニーズの増大や看護の質の向上が求められていることに鑑み、看護職

員の就業の現状 と同時に、各施設における看護の質の向上や勤務環境の改善などを

見込んだ場合の看護職員の需要数について把握するが、供給については、一定の政

策効果 も加味する。

② 実態を適切に把握するため、各施設の協力を得て、より精度の高い調査の実施に

努める。

なお、算定に当たつては、看護職員全体を積み上げることとするが、助産師につ

いては再掲 とする。

(2)調査の方法                    ・

都道府県は、需要数 。供給数について都道府県毎に積み上げを行い、厚生労働省で

取 りまとめる。

(3)調査票の記入者

看護担当責任者 (看護部長等)が記載する。なお、提出にあたっては、各施設 (所 )

長に了承を得るものとする。



(4)需要数の推計方法

① 看護職員の需要数を施設ごとに推計する。

② 各施設における看護の質の向上や勤務環境の改善などを見込む。 (な お、平成

22年に施行される保健師助産師看護師法及び看護師等の人材確保の促進に関する

法律の改正についても留意する。)

※ 短時間正規雇用職員及び非常勤職員については、需給見通 しの策定に当たり、

所定労働時間を基に常勤換算する。

※ 常勤換算については、就業時間を各施設の週の所定労fJJ時間で除 して算出する。

なお、常勤換算方法の具体例については調査票に記載する。

※ 各都道府県において需要数を積み上げて推計する場合に、未提出 0未記入施設

や抽出調査の推計に当たっては、提出・記入のあった全施設や抽出調査のあった

全施設を積み上げた計数の伸び率を勘案 して推計する。

(5)供給数の推計方法

平成 23年から平成 27年の供給数は、都道府県が推計するものとする。

なお、算定の考え方は次のとお りとする。

年 当初就 業者 数 十新 卒就 業者 数 +再就 業 者 数 ―退 職 等 に よ る減少 数

※ 常勤及び非常勤の実人員を把握する。また、同様に、短時間正規雇用職員及び

非常勤職員については、需給見通 しの策定に当た り、所定労働時間を基に常勤

換算する。

※  「年当初就業者数」は、本実態調査の就業者数 (6/1現在)、 同年実施の医

療監視又は県で把握 している従事者数 とする。

※  「新卒就業者数」は、県内新卒に県外からの新卒4蒸入者数を加えた数 とする。

県内新卒 :卒業見込数に県内就職率を乗 じた数

新卒転入者 :年当初就業者数に新卒転入者率を乗 じた数

※  「再就業者数」は、年当初就業者数に再就業率を乗 じた数とする。

再就業率 :本実態調査の再就業者の実績又は各都道府県ナースセンターの就

職率

※ 退職者数は、年当初就業者数に退職者率を乗 じた数 とする。   '
退職者率 :本実態調査の退職者の実績

(6)見通 し期間

平成 23年から平成 27年までとする (5年間)。

(7)都道府県の需給見通 し結果報告期限

平成 21年 9月 から、各都道府県において調査に着手 し、調査票の「1.基本情報」、



「2.就業状況」、「3.今後の看護職員配置計画」については平成 22年 2月 15日 ま

でに集計の上、需給見通しを作成し、厚生労働省に提出する。調査票の「4.看護職員

確保に関する情報」については平成 22年 3月 末日までに集計のうえ、厚生労働省に提

出する。

3 各都道府県の調査方法

(1)実態調査の実施方法

各調査対象施設に調査票を送付し、各施設が現状及び今後の経営方針を踏まえて記

入したものの集計を踏まえ、都道府県が取りまとめる。

① 以下の施設については、全数調査を基本とする。

病院、有床診療所、介護老人保健施設、訪問看護ステーション、助産所、

介護老人福祉施設、看護師等学校養成所、保健所、市町村、その他行政機関

② 以下についてはt既存統計資料の活用又は抽出調査でも可とする。

無床診療所、介護保険関係施設等 (介護療養型医療施設、介護老人保健施設、

介護老人福祉施設を除く)、 地域包括支援センター、社会福祉施設、事業所

(行政機関を除く)、 研究機関、その他

(2)調査項日

① 需給見通しの策定に直接関係のある調査項日に加え、各施設における看護職員の

離職 l1/」

~止
策の取組など、看護職員確保対策の参考となる調査項目を盛り込んだ調査

とする。

② 各都道府県においては、必要に応 じて、地域の特性を考慮し、独自の調査項日を

追力‖する。

※ 各都道府県において、関係団体、有識者、住民代表等の参加協力を得て、需給見

通しに係る検討の場を設置 (既存の審議会等の活用を含む)しても差し支えない。

4 需要数の推計

(1)推計の留意事項                             ｀

現状を踏まえ、実現可能 と判断される場合の需要人員数を推計することとし、各施設

とも以下を考慮するものとする。

①  看護の質の向上

ア 看護職員の配置の充実

イ 研修体制の充実     等

②  勤務環境の改善

ア 育児休業、介護休業

イ 年次有給休暇      等



(2)施設毎の推計の考え方

① 病 院

現状及び以下の病床数や各部門の事由を考慮 し推計する。

ア 病床数

・ 病床過剰地域については、増床 しないことを基本 とする。

・ 病床非過剰地域については、基準病床の範囲内において、具体的に整備の計画

がされているものを基本 とする。

・ 医療計画や医療費適正化計画等の改正や見直 しについては、把握 している限 り

においてその整合性を配慮する。

イ 各部門等

・ 病棟部門

医療の高度化や在院 日数の短縮化等を踏まえた看護体制 (施設基準)を考慮す

る。

産科・産 1/7i・
‐人科病棟においては、分娩件数、産前 。産後のケア、育児不安への

対応等を考慮する。

院内助産所の設置及び助産師の配置を考慮する。

・ 外来部 P]

医療ニーズの高い外来患者や 日帰 り手術の増加などを考慮する。

助産師外来の設置及び助産師の配置を考慮する。

・ 病院管理・看護管理部門

病床規模 に応 じた専任の リスクマネジャーや地域医療連携のための担当者、

労務管理・研修企画などのマネジメン ト機能の強化などを考慮する。

・ 訪問看護部門

在宅ケアの推進を考慮する。
。 その他

研修体制の充実・見直 し等

② 診療所

ア 有床診療所

現状及び今後の動向を踏まえて推計する。

特に、産科診療所においては、分娩件数、産前 。産後のケアを考慮する。

イ 無床診療所

ryF4L状及び今後の動向を踏まえて推計する。

③ 助産所

現状及び今後の動向を踏まえて推計する。

4



④ 訪問看護ステーション

医療ニーズの高い在宅療養者の増加等今後の需要状況を踏まえて推計する。

介護予防における医療と介護の連携など介護保険事業支援計画の見直し等について

は、把握 している限りにおいてその整合性を配慮する。

⑤ 介護保険関係 (訪問看護ステーションを除く。)

介護予防における医療と介護の連携など介護保険事業支援計画の見直し等について

は、把握している限りにおいてその整合性を配慮する。

ア 介護療養型医療施設

イ 介護老人保健施設

ウ 介護老人福祉施設

入所者の状態に応じ、夜間配置を考慮する。

工 居宅サービス

デイサービス、デイケア、ショー トステイ、グループホーム、ケアハウス、

在宅介護支援センター等

オ 地域包括支援センター

⑥ ⑤ウ、工以外の社会福祉施設及び在宅サービス

現状及び今後の動向を踏まえて推計する。

児童福祉施設、知的障害者援護施設、精神障害者社会復帰施設、

身体障害者更生援護施設

⑦ 看護師等学校養成所

看護師等学校養成所の新設・廃止等の状況を踏まえて推計する。

実習指導の充実を考慮する。

③ 保健所・市町村

現状及び今後の動向を踏まえて推計する。

⑨ 事業所、研究機関等

現状及び今後の動向を踏まえて算定する。

5 供給数の推計

(1)新卒就業者数

学校養成所の新設、廃止等の予定、学生 。生徒の入卒状況、進学、就業動向を踏ま

えて推計する。

新卒者の域外流出・流入については、厚生労働省から提示する入学状況及び卒業生



就業状況調査結果を考慮する。

(2)再就業者数

実態調査及びナースバンク、職業安定所 (ハ ローワーク)等を通 じて把握 した再就

業者数の現状及び今後の動向を踏まえて推計す る。

(3)退職等による減少数

退職、他の都道府県への移動等による減少を踏まえて推計する。
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看 護 職 員 就 業 者 数 の 推 移

看護職員就業者数(年次別、就業場所別)

参考 資料 2

(単位:人 )

(単位 :人 )

(単位 :人 )

(単位 :人 )

保健師就業者数(年次別、就業場所別)

助産師就業者数(年次別、就業場所別)

看護師・准看護師就業者数(年次別、就業場所別)

年次 総  数 保 健 所 市 IBrオす 病  院 診 療 所 助 産 所
介護老人
保健施設

訪問看護
ステーション

社会福祉
施設

介護老人
福祉施設

居宅サーヒ・

ス等
事 業 所

石 3費 目rp■ i

学校養成

所・研究
そ の 他

17年

18年

19年

20年

21年

1,308,409

1,333,045

1,370,264

1,397,333

1,433,772

8,888

8,534

8,381

8,108

7,932

32,762

32,702

33,311

(33,480

34,393

818,580

831,921

851,912

869,648

892,003

283,623

290,929

297,040

299,468

304,247

1,694

1,646

1,636

1,742

1,720

35,494

35,963

37,995

38,741

39,7tJ6

27,26e

27,307

28,494

27,662

28,082

14,131

15,641

16,354

18,541

19,502

23,427

25,505

27,348

28,806

:30,179

32,228

:〕 3,923

37,695

35,826

38,866

8,738

7,613

8,294

10,857

11,4H

14,056

13,637

113,859

14,792

15,228

7,522

7,724

7,945

9,662

10,413

年 次 総  数 保健所 市 m丁 村 病  院 診 療 所
介護老人
保健施設

訪問看護
ステーション

社会福祉
施設

介護老人
福祉施設

居宅サーヒ
ス1亨

事 業 所

有 1受 褐‖1寺

学校養成
所・研究

そ の 他

17年

18年

19年

20年

21年

46,764

47.08[

48,24C

51,703

513,212

7,64[

7,185

7,137

6,927

6,720

22,780

23,455

23,833

24,299

24,848

2,939

:3,073

13,605

4,094

4,rD80

6,887

6,985

7,096

8,325

8,448

427

(309

1301

406

337

350

1390

387

55

137

41

41

52

681

496

492

446

460

556

2,437

2,t151

13,524

3,7138

884

8tJ6

9813

1,027

11429

1,852

1,805

2,352

2.669

年 次 総  数 保 lltr所 市 1町 村 病  院 診 療 所
助 産 PJ7

社会福祉
施設

事 業 所

右鳥費‖11寺
学校養成
所,研 究

鴛 田

そ の 他
開 設 者 従 事 者 出張のみ

17年

18年

19年

20年

21年

27.047

27,352

27,927

30,1130

31,1312

221

221

22CJ

227

221

０５

５７

７０

６７

И

17,88:]

18,054

18,29:3

18,900

19,671

5,6013

5,827

6,129

7,306

7,686

691

688

679

788

738

225

281

670

586

553

581

528

1,586

1,550

1,530

1,653

1,631

18

12

13

38

:32

l,190

1,027

1,061

1,2213

1,249

l

92

90

110

93

年 次 区  分 総  数 保 lalワ i 市 |‖丁相
・

病  院 診 療 所
介護老人
保lltl施設

訪問看護
ステーション

社会福祉
施設

介護老人
福祉施設

居宅サーヒ
ス単ウ

事 業 所

有設曰p寺

学校養成
所・研究

巡   |』

そ の 他

17年

18年

19年

20年

21年

看護師1

准看護師

1,2134,598

1,258,605

1,294,091

1,1315,500

1,349,248

1,021

1,128

1,015

954

991

9,577

8,690

8,908

8,514

8,821

797,758

810,79/1

8130,014

846,654

867,752

271,11〕 3

278,117

283,815

283,837

288,111〕

|〕 5,455

35,925

137,956

(38,6tJ5

39,750

26,822

26,990

28,185

27.382

27.842

13,723

15,292

15,992

18,145

19,110

23,1372

25,468

27,1307

28,765

30,127

31,547

33,427

37,203

135,380

38,406

6,164

5,164

5,630

7,295

7,641

11,947

11,726

11,902

12,586

12,952

6,079

5,884

6,164

7,293

7.743

17年

18年

19年

20年

21年

看言螢白市

822,911

848,18[

882,81〔

918,26[

954,31[

7,171・

6,778

7,0130

6,831

7,147

lD00,872

617,625

640,197

662,010

687.331

122,194

127,852

133,lD94

142,1320

148,2137

14,466

15,250

16,359

16,907

17.649

23,831

23,1354

24,525

24,628

24,912

7.410

8,608

8,982

10,304

10.954

9,766

11,325

12,232

113,156

14,347

15,627

16,538

18,279

17,375

18,759

4,724

3,917

4,350

5,797

6,066

11,903

11,710

11,884

12.556

12,926

4,04だ

1,290

4,,1・ li3

5,231

5.625

17年

18年

19年

20年

21年

准看護師

411,68[

410,42C

411,272

1397,237

(394,4(30

125

190

171

106

126

2,401

1,912

1,878

1,683

1,674

196,

1913,169

189,817

184,644

180,121

]48,939

150,265

150,121

141,517

139i876

20,989

20,675

21,597

21,788

22.101

2,991

13,636

13,660

2,754

2,9〔〕0

6,313

6,684

7,010

7.841

8,1 5fD

ll〕 ,606

14,14(〕

15,075

15,309

15,780

15,920

16,889

18,924

18,005

19,647

l,440

1,247

1,280

1,498

1,575

44

16

18

130

26

2,031

1,194

1,721

2,062

2.l18

(7卜 l)「 1ヽ ItJに つてヽて「1、
「

'ル

;1眈 141告 Jll Lり 11Lし た

(,12)|ル 瞭,り ilに ,́t｀ CI■ 、千1^'4`施 1lllll riJ(14成 17、 20年 )及 (り 11[“ |(1=成 18、 11,、 21年月こLり‖ Lし た.

(,L3)11';1院 Jノセび11つ療,7i J以 外につい (「 1、 l lli4i行 ,セ‖I Pifll(14成 1820年 ),及 びlll‖ (14成 17、 19、 ツ1年 )に Lり ,|卜した                      (レ :政 局看i`1果 ,酬
′く

)




